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 要  旨 
現在、国土交通省を中心とした様々な研究機関で、高度道路交通システム(ITS)に関する研究が
活発に行われている。実用化されているサービス例として、専用狭域通信(DSRC)によるノンスト
ップ自動料金収受システム(ETC)やビーコンを利用した道路交通情報通信システム(VICS)などが
挙げられる。今後、このような車載端末を使用した情報通信システムでの様々なサービスにより、
便利かつ安全な道路交通システムの実現が予想されている。 
しかし、安全な道路交通システムにおいて、事故などの緊急事態に際し、交通状況を迅速に把
握し回避できる必要がある。DSRC による路車間通信のみでは、周辺の車両間では基地局を経由
して通信しなければならず、非効率的かつ短時間での情報の共有は実現できない。そこで、基地
局などのインフラ設備がなくても、素早く広範囲において情報の共有を実現する車両間でのマル
チホップ通信の手法が必要とされ、現在要求に応じた様々な周波数や伝送方式に関する研究・実
験が行われている。 
また、近年の無線通信技術の発展に伴い、その場に集まったノード間が無線インターフェース
を用いて簡易にネットワークを構築するアドホックネットワークに関する研究が注目されてい
る。アドホックネットワークの適用例としては、センサーネットワーク、ITS における車車間通
信など通信インフラが存在しない場合のネットワーク構築などが考えられており、実用化に向け
た研究開発の段階にあると考えられる。しかし、IETF によって標準化されている通常のアドホ
ックネットワークをそのまま車車間通信へ適用すれば良いわけではない。 
このような無線リンクのみでネットワークが構成されるアドホックネットワークにおいて、
TCP 通信の際に伝送誤りやノード移動に起因するリンク切断が頻発し、パケットロスによる不要
な輻輳制御が起動される。その結果スループットが低下するという深刻な問題が発生する。そこ
で、位置関係が高速に変化する車車間において、自律的にネットワークを形成する通信制御方式
が検討されている。しかし、それら検討の中で、車両数の増加によってネットワーク上の通信ト
ラヒックが急激に増加し、大きな負荷となる問題が挙げられている。 
本研究では、VANET 環境における車車間無線通信を行う上での問題点を明らかにし、それら
の改善を目的に、車両密度の高い環境下における高信頼性、リアルタイム性、自律分散性を実現
する車車間無線マルチホップ通信方式の提案を行う。 
 
